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１ 開催日時 

2026年 3月 1日（日）  

第1部  9:20～11:30 

第2部 12:40～14:50 

第3部 15:05～17:15 

  ※撮影時間は各部 100 分程度を予定 

 

２ 開催場所 

   新潟車両センター新津派出所及び 

新潟統括センター新津乗務室（新潟市秋葉区） 

  ※集合・解散場所は新潟統括センター新津乗務室の正面入り口 

  ※新津駅から徒歩約 10 分 

  ※駐車場・駐輪場はありません。 

 

３ 主な内容 

 ・ SL検修庫（けんしゅうこ）と呼ばれるメンテナンス施設に「C57 180」を留置します。 

 ・ 機関士による「出区点検実演」は、通常の出区点検作業から主な作業項目を抜粋して実演します。 

・ 「運転台」の撮影に加えて、ナッパ服と呼ばれる制服を着用して「火室」(石炭を燃焼させる場所)

に石炭を投げ入れる「投炭」作業を体験できます。 

・ 自由撮影時間では、出区点検で用いるハンマーを使って「打音検査」(ナット等の緩みの有無を確認 

する検査)を体験できます。詳細は「別紙」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C57 180 

《出区点検とは》 

 列車を運転する前に異常がないかを点検する作業を「出区点検」と呼びます。  

SLの出区点検は、ブレーキなどの機能確認の他、ハンマーで油つぼ（SL 部品類 

の潤滑油を給油するつぼ）などの部品を一つひとつ叩いて確実に閉まっているか 

を確認します。  

SLを安全に運転するために欠かせない点検であり、機関士の重要な役割です。 

 

新津乗務室 正面入り口 

○ 「SLばんえつ物語」（磐越西線 新津駅～会津若松駅間）は、4月 11日（土）より 2026年度の 

  定期運行を開始します。 

○ 定期運行開始に先立ち、3月 1日（日）に「SL出区点検撮影会 -Behind the Steam-」を開催 

  します。 

○ 今回は機関士による「出区点検実演」を撮影できる時間をご用意しました。普段は見ることが 

  できない点検シーンを間近で撮影いただけます。また、「投炭作業」や「打音検査」を体験 

いただけます。 

〇 この機会にぜひ、鉄道の街「にいつ」へお越しください。 

 

「SL 出区点検撮影会 -Behind the Steam-」を開催！ 

会」を開催します！ 

SL 運転台 

SL の出区点検の様子 



 

４ 参加記念品（オリジナルグッズ） 

   「SLばんえつ物語」が装着したヘッドマークのレプリカと、ナンバープレート型キーホルダーを 

ご用意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 販売価格 

  お一人さま 40,000円（税込、撮影会とオリジナルグッズの合計価格） 

  ※参加は小学生以上を対象とします。小学生の参加には保護者の同伴が必要です。 

   同伴される方も含め、商品の購入が必要です。 

 

６ 販売数量 

  各部 8名（合計 24名） 

  ※1回の購入操作で最大 2名分まで購入可能 

 

７ 販売期間 

  2026年 1月 30日（金）12:30 ～ 2月 23日（月・祝）23:59 

※売り切れ次第終了 

 

８ 購入方法 

 JRE MALLに会員登録（無料）の上、JRE MALLチケット「JR東日本 新潟支社」店で購入ください。 

https://event.jreast.co.jp/shop/detail/a013 

 

９ その他 

・詳細は JRE MALLチケット「JR東日本 新潟支社」店ページでご案内します。 

・取材メディア・当社による写真や動画撮影を行うことがあり、会場内のお客さまが映り込む場合 

 があります。また、テレビ放映・インターネット配信及び新聞・雑誌・WEBページなどに掲載され 

る場合がありますので、あらかじめご容赦ください。 

 

 

※画像はすべてイメージです。 

※掲載内容は全て計画であり予告なく内容を変更または中止する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッドマークレプリカ 

（直径約 200mm 重量約 4kg 金属製） 

ナンバープレート型キーホルダー 

（95mm×20 ㎜ 金属製 ※チェーン除く） 

https://event.jreast.co.jp/shop/detail/a013


○ 撮影環境・車両配置略図 ※略図のため、縮尺などは実際と異なります。 

 

・ SL検修庫（けんしゅうこ）と呼ばれる屋根のあるメンテナンス施設で開催します。 

・ SL「C57 180」は「保火（ほか）」と呼ばれる石炭を燃焼した状態です。 

・ ヘッドマークの取り付けはありません。 

・  常時、「前部標識」（前照灯）及びテンダー車（炭水車）の「後部標識」（尾灯）を点灯します。 

・  運転台の昇降に使用するステップを助士側（車体正面に向かって左側）に設置します。 

・  施設の仕様上、窓等から自然光が入り込む場合があります。 

 

○ プログラム（予定） 

第 1 部 第 2 部 第 3 部 進行予定 撮影エリア 

9:20～ 12:40～ 15:05～ 受付・集合・事前説明 
― 

9:35～ 12:55～ 15:20～ SL 検修庫へ移動 

9:45～ 13:05～ 15:30～ 全景撮影 ① 

10:00～ 13:20～ 15:45～ 出区点検実演説明 ― 

10:05～ 13:25～ 15:50～ 出区点検実演 ①② 

10:25～ 13:45～ 16:10～ 自由撮影・運転台撮影 ①②③ 

～11:25 ～14:45 ～17:10 撮影時間終了 ― 

～11:30 ～14:50 ～17:15 移動・解散 ― 

 

・ 自由撮影時間内に、お一人さまずつ順番に運転台（撮影エリア③）へご案内します。 

・ 運転台の撮影時間は運転台への昇降を含めてお一人さま 7 分程度です。ご要望により、運転台

の撮影時間内で係員が石炭を投入する際に使用する「焚口戸（たきぐちど）」の開閉操作をしま

す。石炭が燃焼する様子も撮影できます。※投炭作業の実演はありません。 

・ 出区点検実演は、通常行っている出区点検作業から主な作業を抜粋して行います。  

・ 撮影会中に、SLの蒸気の排出や汽笛の吹鳴で大きな音が出る演出があります。 

 

○ その他 

 ・ 必要に応じて「三脚」などをご用意ください。「脚立」「レフ板」の持ち込みは禁止します。 

 ・ 通路など、撮影エリア外での撮影はお断りいたします。  

・ ヘッドマークや照明設備の調整など、個別のご要望にはお応えできません。  

・ 会場ではヘルメットを着用いただきます。  

別 紙 


